Remarks to Darin TENEV’s “‘Du warst mein Tod’: Of Death in Literature” by 南谷 奉良 & 山本 潤
ダリン・テネフ「あなたは私の死だった」への応答







































































































































































































山 本 　 潤
　今回のテネフ先生の講演では、文芸作品における二つの「死」の様態が主題に
なっていました。すなわち、語りの対象としての「死」と、それ自身が作品中で名
指しされるのではない、文学を文学たらしめる「死」です。私のコメントでは前者、
すなわち文学が直接語る、「名指される死」に触れたいと思います。
　この論考では、直接的に文学の語りの対象となる「死」は、大きく二つに分類さ
れています。まず一つ目が、それ自体およびそれを物語ることが主題ではない、他
の物語の要素を引き立たせるために使われる、物語の内的副次的構成要素としての
「死」です。それは語りの対象となるものの、あくまでも物語の主題や展開に寄与
するために配されるという性質のものであり、その「死」は「機能的死」とされま
す。それに対し二つ目の「死」とは、単なる機能的役割のみにとどまらず文学上の
主題ともなるもので、そうした「主題化された死」の場合には、「死」に意味が与
えられます。これはその「死」に至るまでの「生」に意味が与えられる、ないしは
意味がないことが与えられることを意味しますが、その代表例として挙げられてい
たのが、ドイツ中世英雄叙事詩『ニーベルンゲンの歌』でのジークフリートの死で
した。以下にこの英雄の「死」に関連した考察を述べたいと思います。
　文芸における「死」としてジークフリートのそれを考えるに際し、念頭に置いて
おくべきなのが、『ニーベルンゲンの歌』の成立背景と、そこに「語られる」こと
への作品成立当時の認識です。ベンヤミンも『物語作者』の中でその多義性を駆使
しているように、「物語Geschichte」という語はもともと「出来事」を表す語であ
り、同時に「歴史」も意味します。そして、ゲルマン民族にとっての「英雄時代」
の史実から生まれ、俗語により筆記されることのないまま中世まで口伝されてきた
ジークフリートのものをはじめとする様々な英雄譚は、自分たちの過去につながる
偉大な王や戦士たちについての記憶を伝える、世俗の貴族階級にとっての歴史伝承
メディアでした。そこで語られるのは、複数の歴史的事象が伝統的な物語の構図や
モチーフを通し、英雄一代の物語へと凝縮されたものです。内容的には史実から逸
脱しているものの虚構とはみなされず、それはまさに「出来事」をつたえる「物語」
であり、すなわち「歴史」であったのです。そして英雄たちはその「死」の後に初
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めてそうした「語り」の対象となりました。「英雄の死は最後の刻になって、最後
の瞬間に、その英雄を英雄として認定」し、彼らの「生」はその認定を経て初めて
「物語」、そして「歴史」として人々が語り継ぎ記憶する対象となったのです―英
雄の「死」を語る物語には、彼らの「生」に意味を与えるのみならず、その「生」
を記憶し伝承することにより、己の属する共同体の過去を知り、自身のアイデン
ティティを確認するという役割が期待されていました。
　しかし、そうした歴史伝承メディアとして機能していた口伝の英雄譚は、文字の
文化との邂逅を経て変質し、12世紀後半に花開いた世俗の宮廷文化を背景とした俗
語による書記文芸の隆盛のうちに、ジークフリートにまつわる英雄譚は、『ニーベ
ルンゲンの歌』において作品素材として利用され、「聞いたままに語り継ぐ」とい
う口承文芸の流儀からはずれてゆくこととなります。その際に、ジークフリート
の「死」は、口伝の英雄譚が語り、またジークフリートを語る対象に値する英雄た
らしめた「死」とは異なるものへと変容してしまいます。すなわち、英雄としての
「生」と「死」により文学の「語り」の対象となったジークフリートは、『ニーベル
ンゲンの歌』という文学作品で与えられた「死」によって、古来の英雄としての姿
を失うこととなったのです。
　確かに、ジークフリートの死は『ニーベルンゲンの歌』の中での主要エピソード
の一つであり、それは物語後編の大枠をなすクリームヒルトの復讐の動機となるの
と同時に、それ自体が超人的特性を具えた英雄の死という、一つの文学上の大きな
主題の伝統に連なるものです。しかし、一般的な英雄の死―死の運命に敢然と立
ち向かいつつ、その運命をまた従容として受け入れるという悲劇性を帯び、ゆえに
記憶に値するものとなる―とは正反対の「死」が、『ニーベルンゲンの歌』のジー
クフリートには与えられています。彼は当初、中世に至るまで歌い継がれた英雄譚
の主人公に相応しく、また口伝ではおそらくそのような存在として語られていたと
思われるように、古代ゲルマン的な倫理規範を持つ、超人的な膂力を具えた英雄と
して登場しますが、徐々に宮廷に取り込まれ、中世宮廷騎士としての性格を強めて
ゆきます。そして騎士としての礼儀作法を重んじた行為を取ったばかりに、彼の命
を狙う仇敵ハーゲンに隙を見せることとなり、最後はその死を拒み、呪詛を吐きつ
つ命を落とします。『ニーベルンゲンの歌』でのジークフリートの「死」は、万人
に記憶される「物語／歴史」の主題としての「死」ではなく、せいぜい妻クリーム
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国際連続セミナー「文学と死」
ヒルトにのみ記憶され、その復讐を導く動機としての役割を与えられた、まさしく
「機能化」されたものとなっているのです。この中世宮廷騎士としての「死」を死
ぬ古の英雄ジークフリートというアンビバレントな「死」には、まさに「歴史」と
「物語」が分化してゆく過程が表出しているのではないでしょうか。
 （山本潤＝首都大学東京・准教授）
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